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　 147．Generalized　 Power　 Law 　TAR 法 に よ る 線 肚 計 算 の 情 度 評 価

　 　 　 　 　 　
seCo ’T 線 に お け る 不 均 質補 正 法 の 精 慶 管理

　　　　　筑 波大学 附属 病 院　○ 森　剛 彦
・

巌 田 浩 ・平田 雅洋 ・小鴨 義 尚

　〔目的 〕 高 い 測定 箭 度 が 得 られ る
60Co ・

ア 線 外韶照 射 に お い て ・JARP 形 線 量 計 を 用 い て ・Son　tag らの GeneraliZed

Pt）wer 　 law　TAR 法 に よ る 不均 質 部 の 線 量分 布 計 算 の 箭 度 評 衝を 行 な う．

〔方 法 〕 SQntagら の G … rali。。d　 POw ・・ 1・ w 　 TAR 法 に よ る肺 補 正 の 線 量 分 布 計 算 ｝嫐 射 線 治 療 計 画 用 ・ ン ビ ー タ

（MOdulex 、CMS ）に よ っ て 求 め 、実 摂［1は eoCo ’r 線・照射 野 5 × 5〜20 × 20cm 　
2、竃子 密 度 の 異 な る 肺 7 ア ン ト ム （コ ル

ク ＞0．2CP〜O．429／cm3 、肺 フ ア ン トム の 深 さ 2〜14cm に つ い て ・JARP 形 線 量計 を用 い て 行な った ・

　〔結 果 〕　1 ）腕 内tCm 、 10cm で の SQntagらの Generalized　 POwer　 law　TAR 曲 に よ る 計 算 値 と実 酬 直の 平 均 誤差 は 4％

以 内 で あ っ た ．2 ） ratio 　TAR 法 に よ る 計 算僵 ば 実 測 馗 に 比 ぺ over　 estimate で あ る が ・Son　tag ら の Generalized　power

law　 TAR 法は ど ち ら か とい え ば under 　 estimete で ・ratio 　 TAR 法 に 比 ぺ 実測 値 に 近 い 値 を もつ ．

148． RadiDimmunoassay に よ る 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 濃 度 の 測 定

北海 道 社 会 保 険 中央病 院 放 射 線 部 ○田 口英雄 　萩 原 康 司 　村 上 茂樹 　　同 検 査 部 田 口 峰 子

尿 蛋白 の 定量 は 腎 疾 患 の 診 断 お よ び 治 療 に 欠 か す こ と の で き な い 手 段 で あ る。近年 、 塘 尿 弱 得 症 の 早凋 診 断 や 治 療

方 針 の 選択 等 に尿 中 ア ル ブ ミ ン 測 定 が 有 用 で あ る と 報 告 さ れ て以 来、い く つ か の 尿 中 ア ル ブ ミ ン 濃 度 測 定 法 が 開 発

さ れ て い る “ 今回 、 我 々 は Rm 法 （第
一

ラジ オア イ ソ ト
ープ研 嬲 に よ る基礎 的 検 討 、臨床 的 有 用性 に つ い て 鑑告 す る。

1．測 定 方法 に つ い て の検 討　／）標 雌 曲線 の 再現性 ，2 ） 測定 条 件 に つ い て の 検 討，イ ン キ ュ ベ ー
シ ョ ン 島 度 と時間

va
ト ア ル ブ ミ ン 澱 尿麟 鼠 抗 体 液 添加 flt・3 ）本 法 の 額 篭 5 ）希 釈 試 験・6） SW お よび 醐 性

・7）鰯 検 出醸

2．臨 床 的 検 討　／）正常 範 囲，2＞尿 中 ア ル ブ ミ ン 黻 の 日 内変動，3 ）早 朝尿 と 24時 間 尿 の 相 ee
，
　4）糖 尿 絹 患 番 皐 靱 尿

ア ル ブ ミ ン ／ク レ ア チ ニ ン tt　
“ 　　 刷 丶検 出濃 度 0 ．411g／祕 で 精度 ，再 現性 も良好 で あ っ fc。 まtこ 、 添加 回収 試験 も良 好 な

成 績 が得 られ た 。 正tt
’
tn 囲 は 0 ．9 〜18 ．3mg／ 田で あ り 、　SpotUrineの ア ル ブ ミ ン ／ クレ ア チニ ン 比 で は 2 ．e 〜29 ．4

mg ／ gク レ ア チ ニ ン で あ っ ノこ。以 上か ら 糖 尿 屑 瞥症 の 早期 発 見 に 極 め て
’
侍用 で あ るこ と が示 峻 され ノこ 。

　　149．心房性 ナ トリウム 利尿 ペ ア チ ド （AHP）測定の 研究 一 小児心疾 患 の 血中劾態
一

　　　　　埼 玉県 立小児医鼠セ ン ター　放射 線 部　○ 荒 井 孝　山 本英 明　黒川晴幸　増 田 和浩　橋本宏

【目的】心房性 ナ トリウ ム利尿 べ：ノチ ド（ANP）は ．　Na利尿 作 用．降 圧 作用 を 有 し腎 疾患 お よび心 疾患 に おけ る 臨床 的 重 義 が

注 目 され て い る 。すで に，わ れ わ れ ttANP 測定 の 基 礎 的検討を 行っ た が．今 回 ANP 測 定 の 臨 床評 顕と し て 小児循環 罍科 領 域

に お け る 有用性に つ い て 検討した。

【方法 】対 象は．昭 和61年 4月か ら昭 和63年 6月まで に 当セ ンター循 環 置 税を 受診 した患児で 血 漿鯏 P 漠度を 測 定 し た，約

15000rに っ い て 臨床 所見 と比 較検 討し た 。更に ，臨 床軽過 と 血漿ANPの 変化 につ い て検討 した。測定に は ．栄研化学社製 α

一h州 P キ ッ トを 使罵 し た。

【結果】心不全 愚 児で は高値を示 し病態に 相関 し た こ とか ら．潜在 性心 不 全 の ス ク リーニ ン グと して 有 効 と思 わ れ た。更 に．

心房 中 隔欠 損，フ ァ 囗 一
四徴 症 な どの 他の 心疾懇に つ い て も検封を 加え て報告する 予定で あ る。

150．Ab ビーズ IgE キッ Fの 基礎的検討

名古麗市 立大学病院中央放射線部　○竹内憲彦　中西 浩美　春藤英雄　柴田靖彦　岩 田宏道

（目的）新 し く開発され た ビーズ固相サ ン ドイッ テ法に 基 づ い た イム ノ ラジ オ メ トリッ ク ア ッ セ イ（lRnA）法に よ るAb ビ

ーズ IgE
‘
栄 麟

，

の 治験を行 う機会 を得、基礎的及び 若干の 臨 床的検討を行 っ たの で 報 告す る 。

（方法）キッ トに対す る
一

連の 基礎的検討を 行 っ た。 従来の RIA法の IgE リア シ オ ノギ との 相関に つ い て 比較検討した。

ア レル ギー性鼻炎、喘息疾 患 の lgE値 を測定 した。

（結果）基礎的な検討で は、再現性 、 添加回収試験共 に 良好 な結果が 得 られ た．ア レル ギー性鼻炎35例 の 18E磴 は14．3〜2

G89．31U ／廉1に分布 した。
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